
　

関
東
三
大
祭
り
の
一
つ
「
石
岡
の
お

ま
つ
り
」
が
、
９
月
13
日
か
ら
３
日
間

に
わ
た
り
市
街
地
を
中
心
に
行
わ
れ
、

県
内
外
か
ら
訪
れ
た
43
万
人
も
の
見
物

客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
華
麗
な
山
車
や

勇
壮
な
幌
獅
子
な
ど
四
十
数
台
が
市
内

を
練
り
歩
き
、
市
街
地
は
ま
つ
り
一
色

に
な
り
ま
し
た
。

　

初
日
に
は
、
神
幸
祭
が
行
わ
れ
、
午

後
２
時
の
花
火
を
合
図
に
、
總
社
宮
か

ら
御
神
体
を
の
せ
た
神
輿
が
、
さ
さ
ら

と
土
橋
・
仲
之
内
の
獅
子
を
露
払
い
に
、

供ぐ

ぶ奉
行
列
を
組
ん
で
、
年
番
の
香
丸
町

の
御お
か
り
や

仮
屋
へ
渡と

ぎ
ょ御

し
ま
し
た
。

　

中
日
に
は
、
總
社
宮
境
内
で
奉
納
相

撲
（
県
高
等
学
校
相
撲
選
手
権
大
会
）

が
行
わ
れ
、
神
楽
殿
で
は
、
心
安
ら
か

に
と
の
願
い
が
こ
め
ら
れ
た
「
浦
安
の

舞
」
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
市

内
で
は
獅
子
パ
レ
ー
ド
や
山
車
パ
レ
ード

が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
集
ま
っ

た
大
勢
の
見
物
客
か
ら
は
歓
声

と
拍
手
が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
年
番
町
の
御

仮
屋
か
ら
、
御
神
体
が
供
奉
行

列
で
總
社
宮
へ
還か
ん
ぎ
ょ御

し
ま
す
。

神
輿
が
總
社
宮
の
本
殿
に
着
く

と
、
還
幸
祭
が
行
わ
れ
、
年
番

が
香
丸
町
か
ら
守
木
町
へ
と
引

き
継
が
れ
ま
し
た
。

　

雨
が
つ
き
も
の
の
「
石
岡
の

お
ま
つ
り
」
で
す
が
、
昨
年
に

引
き
続
き
今
年
も
全
日
好
天

だ
っ
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

年番「香丸町」

神輿が總社宮から御仮屋へ勇壮な土橋町の獅子舞
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来年の年番「守木町」 獅子舞パレード

供奉行列の先頭を歩く猿田彦「浦安の舞」の奉納力強い「奉納相撲」

まつりに華を添える「金棒引き」 オリジナルの衣装で決めポーズ！



まちの
話題
できごと

まちの
話題
できごと

▲ 中央公民館にて

中
学
生
36
人
が
思
春
期
ふ

れ
あ
い
体
験
学
習

八
郷
硯
友
会
の
書
展

３
０
０
作
品
が
展
示

石
小
で
祭
礼
後
に
ク

リ
ー
ン
作
戦
を

▲石岡保健センターにて

　

８
月
５
・
12
日
に
石
岡
保
健
セ
ン

タ
ー
で
、
６
日
に
は
八
郷
保
健
セ
ン

タ
ー
で
、
市
内
の
中
学
生
を
対
象
に

思
春
期
ふ
れ
あ
い
体
験
学
習
が
開
催

さ
れ
、延
べ
36
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
命
の
大
切
さ
を
知
り
、

父
性
や
母
性
を
育
て
る
た
め
に
毎
年

夏
休
み
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
助
産
師
の
指
導
で
妊
娠

や
出
産
の
経
過
に
つ
い
て
学
ん
だ

り
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
ー

　

９
月
17
日
、
石
岡
小
学
校
（
櫻

井
信
校
長
）
で
「
た
て
わ
り
班
ク

リ
ー
ン
作
戦
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
①
石
岡
の
お
祭

り
後
に
、
学
校
や
そ
の
周
辺
の
ご

み
拾
い
を
す
る
こ
と
で
地
域
を

き
れ
い
に
し
よ
う
、
②
１
～
６

年
生
ま
で
の
た
て
わ
り
班
で
活
動

し
触
れ
合
い
を
深
め
よ
う
と
、
毎

年
実
施
し
て
い
ま
す
。
数
年
前
か

ら
は
、
青
少
年
を
育
て
る
石
岡
市

民
の
会
石
小
支
部
の
方
も
一
緒
に

　

８
月
29
日
か
ら
31
日
ま
で
、
第

19
回
石
岡
市
八
郷
硯
友
会
書
展

が
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

八
郷
硯
友
会（
秋
山
孤
石
会
長
）

は
、
書
道
を
愛
す
る
市
内
の
各
会

派
で
結
成
さ
れ
、
今
回
の
書
展
に

は
会
員
の
作
品
と
小
中
学
生
の
作

品
、
合
わ
せ
て
お
よ
そ
３
０
０
点

が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
を
訪
れ
た
方
は
、
展
示

さ
れ
た
作
品
を
熱
心
に
鑑
賞
し

て
い
ま
し
た
。

▲高学年の児童が、拾ってきたごみを分別します

お
り
、
う
れ
し
く
思
い

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

児
童
は
、
た
て
わ
り

班
に
分
か
れ
て
ご
み
を

拾
い
、
そ
の
後
、
学
校

に
戻
り
ご
み
を
分
別
し

て
作
業
は
終
了
と
な
り

ま
し
た
。　

　

後
日
、
地
域
の
方
か

ら
「
家
の
近
く
の
ご
み

拾
い
を
し
た
」「
登
校
時

に
ご
み
を
拾
っ
て
い
る
」

な
ど
の
声
が
学
校
に
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

活
動
し
て
い
ま

す
。
例
年
だ
と

祭
礼
の
翌
日
に

作
業
を
し
て
い

た
の
で
、
そ
れ

を
知
っ
た
地
域

の
老
人
会
の
方

が
、
雨
の
中
で

清
掃
を
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

担
当
の
井
坂

先
生
は
「
雨
の

た
め
学
校
の
活

動
が
一
日
延
期

と
な
り
、
一
緒

に
活
動
で
き
ま

せ
ん
で
し
た

が
、
子
ど
も
た

ち
の
活
動
が
地

域
に
広
が
っ
て

を
使
用
し
た
妊
婦
体
験
を
し
ま
し

た
。
ま
た
、
育
児
相
談
に
参
加
し
た

母
親
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
乳
幼
児

と
の
触
れ
合
い
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
中
学
生
か
ら
は
「
妊
娠

中
、
お
な
か
が
あ
ん
な
に
重
い
と

は
思
わ
な
か
っ
た
」「
赤
ち
ゃ
ん
が

お
母
さ
ん
に
と
っ
て
の
宝
物
だ
と
わ

か
っ
た
。
子
ど
も
を
一
人
育
て
る
こ

と
は
大
変
な
こ
と
だ
け
ど
、
自
分
も

将
来
、
母
と
し
て
頑
張
ろ
う
と
思
え

た
」「
子
ど
も
は
一
人
で
は
育
て
ら

れ
な
い
の
で
、
協
力
す
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
聞

か
れ
ま
し
た
。
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▲ 石岡市役所ロビーに展示された作品

仲
秋
の
名
月
に

　
　

太
々
神
楽
を
奉
納

　

柿
岡
八
幡
神
社
で
、
仲
秋
の
名
月

に
行
わ
れ
る
太
々
神
楽
（
通
称
ジ
ャ

カ
モ
コ
ジ
ャ
ン
）
が
、
９
月
13
・
14

日
に
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
文
禄
四
年
に
長
倉
義
興

が
柿
岡
城
主
に
な
っ
た
時
に
、
武
運

を
祈
っ
て
八
幡
神
社
を
建
て
、
神
楽

を
奉
納
し
た
の
が
起
源
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
午
後
７
時
か
ら
始
ま
り

お
よ
そ
４
時
間
に
わ
た
っ
て
天
孤
や

▲ 十二面神楽のうちの岩戸　天岩戸別命の舞

猿
田
彦
、
山
の
神
の
舞
な
ど
の
十
二

面
神
楽
と
、
地
元
の
小
学
３
年
生
４

市
長
賞
に
前
島
勇
輔
さ

ん
・
塚
原
康
太
さ
ん

　

市
内
の
小
学
生
の
作
品
を
対
象
に

し
た
、
第
６
回
小
学
生
木
工
工
作
コ

ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
木
材
や
林

産
物
を
主
原
料
と
し
て
創
作
し
た
作

品
を
審
査
す
る
も
の
で
、
市
内
各
小

小
学
生
木
工
工
作
コ
ン
ク
ー
ル

人
に
よ
る
巫み

女こ

舞
が
演
じ
ら
れ

ま
し
た
。
巫
女

舞
が
始
ま
る
と

我
が
子
の
姿
を

写
そ
う
と
カ
メ

ラ
を
構
え
る
姿

が
う
か
が
え
ま

し
た
。

　

神
楽
の
合
間

に
は
、
餅も
ち
ま
き

が
行
わ
れ
、
境

内
に
集
ま
っ
た

人
た
ち
は
縁
起

が
い
い
と
言
わ

れ
る
餅
を
拾
っ

て
い
ま
し
た
。

学
校
か
ら
31
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。

　

厳
正
な
審
査
に
よ
り
、
次
の
作
品

が
受
賞
し
ま
し
た
。

・
市
長
賞
（
小
学
１
～
４
年
生
の
部
）

　
「
り
ゅ
う
」
前
島
勇
輔

　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
村
小
３
年
）

・
市
長
賞
（
小
学
５
・
６
年
生
の
部
）

　
「
わ
ご
む
て
っ
ぽ
う
」
塚
原
康
太

　
　
　
　
　
　
　
（
東
成
井
小
５
年
）

・
教
育
長
賞

　
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
鳥
の
巣
」

　
　
　
　

谷
仲
弘
雅（
恋
瀬
小
２
年
）

・
つ
く
ば
ね
森
林
組
合
長
賞

　
「
カ
ブ
ト
ム
シ
」
岩
田
健
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
桜
小
４
年
）

・
県
南
林
業
会
長
賞

　
「
ぴ
の
き
お
」
阿
部
成
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
南
小
１
年
）
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平
成
21
年
度

市
立
東
幼
稚
園
園
児
募
集

●
受
付
期
間　

11
月
４
日
（
火
）
～

※
受
け
付
け
は
、
土
・
日
・
祝
日
を

除
き
ま
す
。
ま
た
、
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。

●
募
集
人
数

●
申
込
方
法　

入
園
願
書
に
記
入
の

う
え
、
直
接
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

１
年

保
育
平
成
15
年
４
月
２
日
～

　

 

平
成
16
年
４
月
１
日

　
　
　
　

生
ま
れ
の
方

16 名

２
年

保
育
平
成
16
年
４
月
２
日
～

　

 

平
成
17
年
４
月
１
日

　
　
　
　

生
ま
れ
の
方

35 名

※
願
書
は
、
東
幼
稚
園
・
教
育
委
員

会
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。ま
た
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.city.
ishioka.lg.jp/

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
保
育
料　

月
額
５
０
０
０
円
（
入

園
料
は
無
料
で
す
）・
バ
ス
送
迎
料

（
希
望
者
の
み
）
月
額
１
５
０
０
円

●
指
導
方
針　

文
部
科
学
省
幼
稚
園

教
育
要
領
に
基
づ
く
指
導
（
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

■
問
い
合
わ
せ　

市
立
東
幼
稚
園

☎
２
６
・
２
３
１
２

ひまわりの館　体験講座
民謡・歌謡講座…民謡・歌謡を楽しく歌ってみませんか！
講師　比気　由美子 先生
日時　12 月２・16 日、21 年１月６・20 日、２月３・
17 日、3 月３・17 日の火曜日　全８回
民謡の部　午後１時 30 分～２時 30 分
歌謡の部　午後２時 30 分～３時 30 分
定員　15 名　　受講料　無料
押し花教室…草花の押し方から、はがき・ティッシュケー
ス・コースター・色紙・額作りまで行います。
講師　根津　芳子 先生
日時　12 月２・16 日、21 年１月６・20 日、２月３・
17 日の火曜日　全６回　午前 10 時～正午
定員　20 名　　材料費　6,700 円

申込方法　電話で申し込みください。
申込期間　11 月 14 日（金）からで、各講座とも定員
を超えた場合は、抽選となります。
※受付は、午前８時 30 分～午後５時 30 分（月曜日休館）
問い合わせ　ふれあいの里石岡 ひまわりの館
　　　　　　☎ 35-1126



　

市
で
は
、
都
市
計
画
道
路
、
用
途

地
域
、
特
別
用
途
地
区
お
よ
び
準
防

火
地
域
の
都
市
計
画
案
に
市
民
の
意

見
を
反
映
さ
せ
作
成
す
る
た
め
の
公

聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

公
聴
会
は
、
公
述
申
出
人
が
い
る

場
合
に
の
み
開
催
し
ま
す
。

　

公
述
人
が
多
数
の
場
合
は
、
意
見

内
容
を
考
慮
し
選
定
し
ま
す
。

　
● 

公
聴
会

11
月
28
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分
〜

市
役
所
４
階
第
２
会
議
室

● 

都
市
計
画
素
案
の
閲
覧
・
公
述

申
出
書
の
提
出

11
月
13
日
（
木
）
〜
21
日
（
金
）

市
役
所 

都
市
計
画
課
ま
た
は
茨
城

県
都
市
計
画
課

※
閉
庁
時
を
除
き
ま
す
。

● 

公
述
申
出
方
法　

　

素
案
の
内
容
に
対
し
、
公
聴
会
で

意
見
を
述
べ
る
こ
と
を
希
望
す
る
方

は
、
提
出
期
間
内
に
申
出
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

（
郵
送
可
。
11
月
21
日
必
着
）

※
申
出
書
は
、
市
役
所
都
市
計
画
課

に
あ
り
ま
す
。

● 

提
出
先

県
決
定
分

◎ 

都
市
計
画
道
路

〒
３
１
０
‐
８
５
５
５

水
戸
市
笠
原
町
９
７
８
‐
６

茨
城
県
知
事　

橋
本　

昌
あ
て

（
都
市
計
画
課
扱
い
）

市
決
定
分

◎ 
都
市
計
画
道
路
、
用
途
地
域
、

特
別
用
途
地
区
、
準
防
火
地
域

〒
３
１
５
‐
８
６
４
０

石
岡
市
石
岡
１
‐
１
‐
１

石
岡
市
長　

横
田
凱
夫
あ
て

（
都
市
計
画
課
扱
い
）

■ 

都
市
計
画
素
案
の
内
容
（
図
参
照
）

県
決
定

● 

都
市
計
画
道
路
の
変
更

① 

若
松
・
村
上
線
・
② 

石
岡
停
車

場
線
の
変
更
（
図
の
①
・
②
区
間
の

廃
止
）

市
決
定

● 

都
市
計
画
道
路
の
変
更

③ 

金
丸
・
宮
下
線
・
④ 

金
丸
・
富

田
線
の
廃
止

● 

用
途
地
域
の
変
更

Ⓐ 

地
区
を
準
工
業
地
域
↓
商
業
地

域
へ
変
更

● 

特
別
用
途
地
区
の
指
定

Ⓑ
、
Ⓒ
地
区
に
地
域
共
生
型
工
業
地

区
を
指
定

● 

準
防
火
地
域
の
変
更

Ⓓ
地
区
で
商
業
地
域
と
の
整
合
を
図

る
た
め
、
準
防
火
地
域
を
一
部
変
更

問
い
合
わ
せ

市
役
所
都
市
計
画
課

☎ 

２
３
・
１
１
１
１

茨
城
県
都
市
計
画
課

☎ 
０
２
９
・
３
０
１
・
４
５
８
８

11
月
28
日

11
月
28
日

都
市
計
画
公
聴
会
開
催

市
民
の
意
見
を
待
っ
て
い
ま
す

　筑波山を美しく保つために、ウォーキングを
楽しみながらごみ拾いを行います。
　当日は、県環境アドバイザーなどが同行し、
筑波山の歴史を学んだり、自然観察もできます。

日時　12月13日（土）雨天の場合14日（日）
　　　午前10時～午後３時30分
参加費　100円（保険代など）
持参品　昼食、飲み物、軍手、登山に適した服装
コース　
　●つくばねオートキャンプ場～つつじヶ丘
　●つつじヶ丘～御幸ヶ原
主催　筑波山クリーンアップ大作戦実行委員会
申込締切　11月30日（日）
申し込み・問い合わせ　事務局　矢澤容子
☎・℻  　029－867－0600
電子メール　 yyazawa@ce.mbn.or.jp

筑波山
クリーンアップ
大作戦

12 月
13日（土）
　筑波山を美しく保つために、ウォーキングを

クリーンアップ
ぜひ参加を
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所
得
税
・
市
県
民
税
の

　

                 

控
除
対
象
で
す

国
民
年
金
保
険
料
は

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た
全
額
が
所
得
税
・
市
県
民
税
等

の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合

は
、
今
年
一
年
間
に
納
付
（
納
付
見
込
み
を
含
む
）
し
た
国
民
年
金

保
険
料
の
額
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
な
ど
が
必
要
で
す
。

毎
年
、
11
月
上
旬
に
送
付

　

生
命
保
険
会
社
等
が
発
行
す
る
控

２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
る
場
合

　

年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加

入
し
た
場
合
な
ど
、
10
月
１
日
か
ら

国
民
年
金
保
険
料
は

　

世
帯
で
連
帯
し
て
納
付

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
被
保
険
者

の
本
人
だ
け
で
な
く
、
そ
の
世
帯

の
世
帯
主
と
配
偶
者
も
連
帯
し
て
納

付
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
家
族
の

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合

は
、
そ
の
納
付
額
の
全
額
が
納
付
し

た
人
の
所
得
税
等
の
控
除
対
象
に
な

り
ま
す
の
で
、
年
末
調
整
等
の
手
続

き
の
際
に
、
自
身
の
社
会
保
険
料
の

額
と
合
算
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
場
合
は
、
家
族
分
の
証
明

書
も
申
告
す
る
人
の
申
告
書
に
添
付

等
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

社
会
保
険
庁

・
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
０
７
０
・
１
１
７

・
Ｉ
Ｐ
電
話

☎
０
３
・
６
７
４
８
・
８
８
８
２

除
証
明
書
と
同
様
に
、
一
年
間
に
納

付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
の
額
を
証

明
す
る
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
」（
ハ
ガ
キ
）

を
、
社
会
保
険
庁
が
毎
年
11
月
上
旬

に
送
付
し
ま
す
。

　

証
明
内
容
は
、
本
年
１
月
か
ら
９

月
30
日
ま
で
に
納
付
さ
れ
た
国
民
年

金
保
険
料
額
と
、
年
内
に
納
付
が
見

込
ま
れ
る
場
合
の
納
付
見
込
額
で
す
。

　

納
付
忘
れ
な
ど
が
あ
る
場
合
で

も
、
年
内
に
納
付
す
れ
ば
、
今
年
分

の
控
除
と
し
て
申
告
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

12
月
31
日
ま
で
の
間
に
本
年
初
め
て

保
険
料
を
納
付
す
る
方
に
は
、
翌
年

の
２
月
上
旬
に
同
様
の
証
明
書
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
平
成
20
年
中
に
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人
全
員

に
、
こ
の
証
明
書
が
届
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

● 年金控除証明書（11 月上旬送付の様式）●

11
月
17
日
（
月
）
申
込
締
切
！

総
合
窓
口
フ
ロ
ア
ア
シ
ス
タ
ン
ト

募集
　

石
岡
市
は
市
民
と
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
、
来
年
の
１
月

に
開
設
す
る
総
合
窓
口
の
案
内
業
務

な
ど
を
お
手
伝
い
し
て
く
れ
る
フ
ロ

ア
ア
シ
ス
タ
ン
ト
（
嘱
託
員
）
を
募

集
し
ま
す
。

【
応
募
資
格
】
平
成
元
年
４
月
２
日

　

以
前
に
生
ま
れ
た
方

　
（
原
則
、
市
内
在
住
）

【
募
集
人
員
】
５
名
程
度

【
報
酬
】　

日
給
３
６
０
０
円

※
通
勤
の
た
め
の
交
通
費
が
規
程
に

　

よ
り
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
勤
務
時
間
】　

市
役
所
開
庁
日
の

　

①
午
前
８
時
30
分
～
午
後
１
時

　

②
午
後
１
時
～
５
時
30
分

※
①
②
い
ず
れ
か
の
交
代
勤
務
（
各

　

４
時
間
30
分
）
と
な
り
ま
す
。

【
雇
用
期
間
】

　

12
月
15
日
～
平
成
21
年
３
月
31
日

　
（
以
降
、
年
度
ご
と
に
更
新
あ
り
）

※
本
年
12
月
中
の
勤
務
時
間
は
、
研

　

修
期
間
と
な
り
ま
す
。

【
勤
務
場
所
】　

　

生
活
環
境
部 

市
民
課
（
本
庁
舎
）

【
業
務
内
容
】

・
総
合
窓
口
フ
ロ
ア
の
誘
導
案
内

・
各
種
申
請
・
届
出
書
類
等
の
記
載

　

補
助

・
そ
の
他
所
属
長
の
指
示
す
る
事
項

【
応
募
方
法
】
行
財
政
改
革
推
進
室

で
配
布
す
る
「
申
込
履
歴
書
兼
身
上

書
」
に
写
真
を
添
付
し
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
応
募
締
切
】　

　

11
月
17
日
（
月
）
必
着

【
選
考
方
法
】　

　

応
募
者
の
中
か
ら
書
類
お
よ
び
面

接
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

【
面
接
日
・
場
所
】　　

　

11
月
21
日
（
金
）　

午
後
１
時
～

　

石
岡
市
役
所　

４
階
第
３
会
議
室

※
詳
細
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

〒
３
１
５
‐
８
６
４
０

　

石
岡
市
石
岡
一
丁
目
１
番
地
１　

　

石
岡
市
役
所 

企
画
部 

　
　
　

行
財
政
改
革
推
進
室　

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
（
内
線
２
０
３
・
２
１
４
）

※
「
申
込
履
歴
書
兼
身
上
書
」
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

http://w
w

w
.city.ishioka.lg.jp/
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がんばってま～す　㉞

◆
国
際
交
流
に
関
心
が
あ
る
人

　

が
集
ま
っ
て
会
を
設
立

◆ フレンドシップいしおか ◆

▲別れを惜しむ留学生と会員（駅東ロータリーにて）

◆
『
多
文
化
共
生
社
会
』
を
目

　

指
し
た
活
動
を

　

今
月
は
、
石
岡
で
最
初
に
国
際
交

流
活
動
を
始
め
、
現
在
も
続
け
て
い

る
「
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
い
し
お
か
」

を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
石
岡
の
お
ま
つ
り
」
で
の
ジ
ャ

イ
カ
の
留
学
生
と
の
交
流
の
後
、
会

長
の
山
形
正
子
さ
ん
と
会
員
の
方
に

話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
言
葉
が
分
か
ら
な
く
て
も　

　

心
は
通
じ
合
え
る

◆
入
会
の
き
っ
か
け
は
、
国
際

　

交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
の
参
加

　

私
た
ち
の
会
は
、
平
成
７
年
４
月

15
日
に
、
国
際
交
流
に
関
心
の
あ

る
人
が
集
ま
り
そ
れ
ぞ
れ
の
知
人
を

誘
っ
て
設
立
し
ま
し
た
。
当
時
、
外

国
の
方
も
含
め
、
約
40
人
の
会
員
で

青
少
年
を
育
て
る
石
岡
市
民
の
会

柿
岡
（
23
日
）・
南
（
16
日
）

『
歩
く
会
』

　
　

参
加
者
募
集
！

　

青
少
年
を
育
て
る
石
岡
市
民
の
会

柿
岡
・
南
支
部
で
「
歩
く
会
」
を
開

催
し
ま
す
。

　

歩
く
こ
と
を
通
し
て
、
健
康
増
進

や
参
加
者
同
士
の
親
睦
を
深
め
ま
せ

ん
か
。
参
加
費
は
無
料
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

支
部
名

実
施
日

集
合
場
所

柿
岡

11
月
23
日

（
日
）

柿
岡
小
学
校

校
庭

南

11
月
16
日

（
日
）

南
小
学
校

校
庭

【
集
合
時
間
】
午
前
９
時

【
所
要
時
間
】
２
時
間
程
度

■
問
い
合
わ
せ

・
柿
岡
支
部　

松
田

　
　

☎
４
３
・
１
４
８
２

・
南
支
部　

佐
古
田

　
　

☎
２
６
・
３
８
９
１

※
参
加
申
し
込
み
や
詳
細
に
つ
い
て

　

は
、
各
支
部
に
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

▲ジャイカ ( 独立行政法人 国際協力機構・ＪＩＣＡ ) の留学生と会員が市長を囲んで記念撮影
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

現
在
は
、
外
国
人
９
人

を
含
む
51
人
の
会
員
で

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
、

①
日
本
に
い
る
外
国
人

に
生
活
に
必
要
な
日
本

語
や
習
慣
な
ど
を
教
え

る
日
本
語
教
室
の
開
設

②
一
般
の
方
も
参
加
し

て
行
う
外
国
人
家
族
と

の
交
流

③
主
に
小
中
学
生
を
対

象
と
し
た
国
際
理
解
教

室
の
開
催

④
食
や
遊
び
、
物
品
販

売
な
ど
を
通
じ
て
異
文

化
を
知
る
国
際
交
流
の

広
場
な
ど
で
す
。

　

ど
の
活
動
も
外
国
人

と
一
緒
に
活
動
し
て
い

ま
す
。
時
に
は
、
外
国

の
方
が
、
講
師
に
な
っ

て
自
国
の
文
化
や
習
慣

な
ど
を
教
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
会
に
入
っ
た
き
っ
か
け
は
、

・
友
人
に
誘
わ
れ
て
、
国
際
交
流
の

パ
ー
テ
ィ
ー
に
参
加
し
た
の
が
き
っ

か
け
に
な
っ
て

・
地
域
に
住
む
外
国
の
人
と
う
ま
く

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
な
い

と
聞
い
た
の
で
、
そ
の
助
け
に
な
れ

ば
と
思
っ
て

・
外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
室
が
必

要
だ
と
思
っ
て
い
た
ら
、
そ
う
い
う

活
動
を
し
て
い
る
会
が
あ
っ
た
の
で

・
妻
が
先
に
入
会
し
て
い
た
の
で

・
退
職
し
た
の
で

と
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
地
域
に
住
む
外
国
の

方
が
こ
の
地
域
に
住
ん
で
よ
か
っ
た

と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま
た
、
訪

れ
た
外
国
の
方
が
自
国
に
戻
っ
た
時

日
本
を
い
い
国
で
あ
っ
た
と
感
じ
て

も
ら
え
る
よ
う
、
国
際
感
覚
を
磨
い

て
地
域
の
国
際
化
に
少
し
で
も
貢
献

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
地
球
市
民
と
い
う
考
え

に
た
ち
、
全
て
の
人
々
が
お
互
い
を

理
解
し
あ
っ
て
生
活
す
る
『
多
文
化

共
生
社
会
』
を
目
指
し
、
活
動
を
続

け
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、こ
の
活
動
を
通
し
て
、

多
く
の
こ
と
を
思
い
、感
じ
ま
し
た
。

・
付
き
合
っ
て
ゆ
く
と
、
言
葉
が
分

か
ら
な
く
て
も
心
は
通
じ
あ
え
る

・
文
化
は
違
っ
て
も
、
楽
し
い
、
悲

し
い
と
い
う
感
情
は
同
じ

・
外
国
の
人
は
、
自
分
の
思
い
を
き
ち

ん
と
言
葉
で
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る

・
外
国
人
と
し
て
、
日
本
で
様
々
な

経
験
を
得
た
り
、
子
ど
も
た
ち
と
触

れ
合
え
た
こ
と
が
よ
か
っ
た

広報いしおか　№７４　１６



不

動

産

９
件

預

金

41
件

出

資

金

３
件

 

合

計

17
件

 

本
年
度
累
計

２
３
７
件

 ９月の
差押件数

■
個
人
市
︵
町
村
︶
民
税

　

個
人
住
民
税
は
、
前
年
の
所
得
金

額
に
応
じ
て
課
税
さ
れ
る「
所
得
割
」

（
６
％
）
と
、
所
得
金
額
に
か
か
わ

ら
ず
定
額
で
課
税
さ
れ
る「
均
等
割
」

（
３
０
０
０
円
）
か
ら
な
り
、
全
市

町
村
一
律
で
す
。

■
法
人
市
︵
町
村
︶
民
税

　

法
人
住
民
税
は
、
市
町
村
内
に
事

務
所
や
事
業
所
な
ど
が
あ
る
法
人
に

課
税
さ
れ
る
税
金
で
、「
法
人
税
割
」

（
22
市
５
町
１
村
が
14
・
７
％
、
10

市
５
町
１
村
が
12
・
３
％
）
と
「
均

等
割
」（
資
本
金
等
の
額
と
従
業
者

数
）
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　

石
岡
市
は
14
・
７
％
で
す
。

■
固
定
資
産
税

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日

に
、
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
を
所

有
し
て
い
る
人
が
、
そ
の
固
定
資
産

の
価
格
を
も
と
に
算
定
さ
れ
た
税
額

を
、
そ
の
固
定
資
産
の
所
在
す
る
市

町
村
に
納
め
る
税
金
で
、
全
市
町
村

一
律
の
１
・
４
％
で
す
。

夜
間
納
税
相
談
・
納
付
受
付

　

毎
週
水
曜
日
（
年
末
年
始
・
祝
日

を
除
く
）　

午
後
５
時
30
分
〜
７
時

詳
し
く
は
市
役
所 

収
納
特
別
対
策
室

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
２
）

休
日
納
税
相
談
・
納
付
受
付

　

毎
週
土
曜
日
（
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

ま
ち
づ
く
り
に
活
か
そ
う
、
あ
な
た
の
税
！

茨
城
県
内
の

 

市
町
村
税
の
税
率
は
？

平
成
20
年
度

■
都
市
計
画
税

　

都
市
計
画
税
は
、
都
市
整
備
な
ど

に
充
て
る
た
め
の
目
的
税
で
、
原
則

と
し
て
都
市
計
画
法
に
よ
る
市
街
化

区
域
内
に
所
在
す
る
土
地
・
家
屋
の

所
有
者
と
し
て
、
毎
年
１
月
１
日
現

在
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ

れ
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
税

率
は
、
０
・
３
％
が
17
市
１
町
１
村
、

０
・
27
％
が
１
市
、
０
・
２
％
が
２

市
３
町
、
０
・
15
％
が
１
市
、
０
・
１

％
が
１
市
と
な
っ
て
い
ま
す
。
石
岡

市
は
、
０
・
３
％
で
す
。

■
軽
自
動
車
税

　

軽
自
動
車
税
は
、

毎
年
４
月
１
日
現
在

に
、
軽
自
動
車
等
の

所
有
者
に
課
税
さ
れ

ま
す
。
全
市
町
村
と

も
標
準
税
率
で
す
。

■
入
湯
税

　

入
湯
税
は
、
鉱
泉
浴

場
所
在
の
市
町
村
が
、

鉱
泉
浴
場
の
入
湯
行
為

に
対
し
て
課
税
す
る
目

的
税
で
す
。
税
率
は
、

１
５
０
円
が
14
市
５
町
、

１
２
０
円
が
１
市
、
１
０
０
円
が
２
市

１
村
で
、
石
岡
市
は
１
２
０
円
で
す
。

豪
雨
の
被
害
を
受
け
た
方
へ

　

平
成
20
年
８
月

末
の
大
雨
等
の
災

害
に
よ
り
、
住
宅

や
家
財
等
に
損
害

を
受
け
た
と
き
は
、確
定
申
告
で「
所

得
税
法
」
に
定
め
る
雑
損
控
除
の
方

法
、「
災
害
減
免
法
」
に
定
め
る
税

金
の
軽
減
免
除
に
よ
る
方
法
の
ど
ち

ら
か
有
利
な
方
法
を
選
ぶ
こ
と
に

よ
っ
て
、
所
得
税
の
全
部
又
は
一
部

を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　

ま
た
、
そ
の
他
国
税
の
申
告
期
限

の
延
長
、
納
税
の
猶
予
、
軽
減
・
免

除
等
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
土
浦
税
務
署
へ

　

☎
０
２
９
・
８
２
２
・
１
１
０
０

所
得
税
等
の

　

軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
　　

生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

契
約
に
は

　

責
任
が
あ
り
ま
す
！

■
消
費
生
活
セ
ン
タ
�︵
市
役
所
内
︶

☎
２
２
・
２
９
５
０　

月
〜
金
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

◆
ア
ド
バ
イ
ス

・
名
前
を
貸
す
こ
と
は
絶
対
に
こ
と

わ
る　

・
内
容
を
確
か
め
ず
に
、
書
類
な
ど

に
署
名
や
捺
印
を
し
な
い

・
印
鑑
な
ど
を
他
人
に
預
け
な
い

＊
無
断
で
名
義
を
使
わ
れ
た
場
合

は
、
責
任
を
負
う
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

名
義
貸
し
は
、
断
り
に
く
い
関
係

に
あ
る
人
を
誘
い
ま
す
。

　

若
い
人
は
、
い
い
ア
ル
バ
イ
ト
が

あ
る
と
誘
わ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
契
約
は
名
義
人
の
責
任
で
す
か

ら
、
支
払
い
義
務
を
負
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
「
絶
対
に
迷
惑
を
か
け
な
い
」「
名

義
を
借
り
る
だ
け
」
な
ど
と
言
う
友

人
や
知
人
の
言
葉
を
信
じ
て
、
軽

い
気
持
ち
で
名
前
を
貸
し
て
ト
ラ

ブ
ル
に
遭あ

う
ケ
ー
ス
が
多
発
し
て

い
ま
す
。

︻
事
例
１
︼

　

友
人
に
頼
ま
れ
て
消
費
者
金
融
数

社
か
ら
数
百
万
円
を
借
り
た
。
お
金

と
カ
ー
ド
を
渡
し
友
人
が
返
済
を
し

て
く
れ
て
い

る
は
ず
だ
っ

た
。
し
ば
ら

く
す
る
と
、

返
済
さ
れ
て

い
な
い
と
消
費
者
金
融
か
ら
請
求
が

き
た
。
友
人
と
連
絡
が
つ
か
な
く

な
っ
た
。

︻
事
例
２
︼

　

知
人
に
「
支
払
い
は
自
分
が
す
る

か
ら
名
前
を
貸
し
て
欲
し
い
。
迷
惑

を
か
け
な
い
」
と
頼
ま
れ
て
、
商
品

の
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
を
し
た
。
数
年

後
、
信
販
会
社
か
ら
支
払
い
の
請
求

が
き
て
し
ま
っ
た
。

※
契
約
に
困
っ
た
と
き
、
必
要
の
な

い
契
約
を
し
た
と
き
は
、
ぜ
ひ
相
談

く
だ
さ
い
。

１７　広報いしおか　№７４
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